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　1992年にオーストラリアのColebacthと
Halmagyiによって，音刺激により頸筋に誘発され
る反応が報告された．この反応はvestibular　evoked
myogenic　potentials（以下VEMP）と名付けられ，
様々な臨床研究や基礎研究により球形嚢斑一前庭脊
髄路系の活動を反映していることが明らかになって
きている．今回，我’々はこのVEMPをメニエール
病患者に施行し，同検査がメニエール病の予後や病
勢の判定因子となりうるかを検討した．
【結果，考察】メニエール病の本態である内リンパ
水腫については未だ不明の点が多く残されている
が，形態学的にはPars　inferior由来の蝸牛と球形嚢
に多く見られるとされている．今回はメニエール病
患者15人16耳に対して球形嚢斑の機i能を反映する
とされるVEMPを施行したが，5例に異常を認め
た．異常5例中3例は罹病期間が10年以上と長く，
めまい発作も最悪時には1か月に1～2回起こし，
難聴も中等度以上に進行している症例であった．他
の2例をみると，それぞれ罹病期間は30か月と21
か月であったが，前者は難聴が85dBと進行してい
た．後者は31．25dBと難聴はそれほど進行してい
なかったが，両者とも何らかの蝸牛症状やめまい感
を常に有する症例であった．ただ，再検を要すると
思われたのは後者の年齢が71歳の高齢症例であり，
記録されたVEMPが疑陰性の可能性も考えられる．
Colebatchらは被検者の胸鎖乳突筋の張力はVEMP
波形の振幅に影響を与えると報告している．我々は
VEMP正常を，明白な再現性のある2相性波と定
義したので，筋力が低下している高齢者では，
VEMP疑陰性と判定してしまう危険性があること
も否めない．この個々の筋力の違いや，神経伝達速
度の違いによるVEMP出現有無の判定は今後の検
討課題となるであろう．一方，VEMP正常11例の
中に罹病期間が10年以上の症例が2例含まれてい
たが，これらの症例の聴力が16．3dB，36．3　dBと比
較的保存されているのは注目すべき点と思われる．
つまりメニエール病患者において，VEMPは罹病
期間が長く，めまい発作も頻回にあり，中等度以上
に難聴が進行している重症例では異常を示す傾向が
高く，一方で罹病期間が長くとも，聴力が比較的保
存されているような症例ではVEMPは正常である
ことより，VEMPは内リンパ水腫の病勢を反映し
ている可能性がある．また，左右別々に検査を行え
るという点で，現在臨床の場でほぼ唯一の前庭機能
検査である二二リックテストとの関係をみると，
VEMPの結果との解離がみられた．このことは
Murofushiらが前庭神経炎におけるVEMP出現の
有無はカロリックテストの結果に依存しないという
報告と一致した．これは前者が上前庭神経由来の外
側半規管，後者が下前庭神経由来の球形嚢斑の機能
検査であることを考えれば当然のことと思われ，今
後両方の検査を行うことで聴神経腫瘍ばかりでな
く，耳工めまい症の部位診断にも役立つものと期待
される．
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【目的】ムンプスウイルスの細胞融合には，HN蛋
白とF蛋白の共働作用が必要であることが知られ
ている．細胞融合を修飾している遺伝子領域を知る
ために，星野ワクチン株（KO－3）をHeLa細胞で
18代継代した18HL，胚細胞で6代継代した6CE，
星野株ワクチン接種後の副反応例から分離された仙
波株，二宮株を用い細胞融合能を観察した．
【方法】各株のF，HN蛋白翻訳領域をそれぞれ
PCRで増幅し，　Blue　scriptベクターに挿入し，プラ
スミッドを構築．各遺伝子の塩基配列を決定した．
細胞融合の有無は，T7RN　Apolymerase発現ワクシ
ニアウイルス（wTf　7－3）を感染させたHeLa細胞に，
構築したプラスミッドをco－transfectionさせた後，
ABC染色を行い，観察した．
【結果】①各株から構築したHN遺伝子では，　KO－3
株と比較して18HL株で1カ所，6CE株で4カ所の
アミノ酸変異を認めた．仙波株，二宮株では変異は
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